





  第２調査研究グループ上席研究官 中村 隆史
技術系製造業におけるスタートアップ企業の成長要因(DISCUSSION PAPER No.37)
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懐疑的な見解も存在する。たとえば、D. B. Storey 『Understanding the Small Business Sector』(International






















































































・11/2〜18 Ms. Noncedo Vutula: 南アフリカ共和国科学技術省研究情報課課長(JICAイン
ターンシップ)
Ms. Nonhlanhla Mkhize: 同研究情報課課長補佐(JICAインターンシップ)
・11/11 Dr. Patarapong Intarakumnerd: タイ国家科学技術庁(NSTDA)
イノベーション・システム・プロジェクト・マネージャー他一行
・11/12 Dr. Pairash Thajchayapong: タイ国家科学技術省(MOST)次官
Dr. Voranop Viyakarn: タイ国家科学技術庁(NSTDA)研究官
Dr. Patarapong Intarakumnerd: タイ国家科学技術庁(NSTDA)
イノベーション・システム・プロジェクト・マネージャー他一行
Mr. Thanin Pa-Em: 同研究官
Ms. Somtawin Ritruangnam: 同研究官
Mr. Tanat Dhiensiri: 同研究官
Dr. Kitipong Promwong: 同研究官
Ms. Nucharin Ratchukool: 同研究官
Ms. Tipawan Tangjitpiboon: 同研究官
渡辺 泰司: 同政策アドバイザー
・11/24 山田 直: 科学技術政策研究所国際客員研究官(九州大学ロンドン・オフィス所
長)
・11/30 Dr. George W. Stroke: 元米国ミシガン大学、ニューヨーク州立大学教授
○ 講演会・セミナー
・11/17 Ms. Noncedo Vutula: 南アフリカ共和国科学技術省研究情報課課長  (写真)
「南アフリカ共和国の科学技術政策と動向」
○ 科学技術政策研究に係る研修プログラム
・11/17 近藤 正幸: 第２研究グループ客員総括主任研究官
「レポートライティングの手法 〜英語を想定した文章作成とプレゼンテーショ
ン」













・「科学技術動向 2004 年 10月号」(11 月 29 日発行) 
 特集 1 周波数共用をめぐる技術と政策の動向
 客員研究官 山田 肇 情報・通信ユニット 藤井 章博
 特集 2 石炭利用・クリーン化技術の最新動向と今後の展望 —クリーンコールテクノロジーに
注目して—
 環境・エネルギーユニット 大平 竜也
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